
F

本
書

は
、

他

の
同
類

の
書

に
比
し
て
載
然
頭

角
を
擢

ん
で
る
も

の
で
あ
り
、

專
門
學

校

に
於
け

る
法
學
教
育

に
寄

與
す
る
所
多

大

な
る
も

の
が
あ

る
と
信
す

る
。

私
は
自
己

の
不

明
が
博
士

の

深
遠
な

る
斯
読
を
誤
解
し
、

當

ら
ざ
る
批
評
的
言
僻
を
弄
し
た

る
所
な
き
や
を
虞
る

瓦
と
共

に
、

犯
し
た
る
非
難

に
つ
き
重

ね

て
御
寛
恕
を
乞

ふ
次
第

で
あ
る
。

塘
地
庸
治
郎
博
士
の

「株
式
會
肚
」

室

谷

賢

治

郎

剛

・

我
が
國
に
於
て
経
螢
脛
濟
學
と
い
ふ
名
構
を
冠
せ
し
め
て
の

著
書
を
最
初
に
大
正
十
五
年
に
公
に
せ
ら
れ
た
東
京
商
大
の
増

地
庸
治
郎
博
士
は
、
そ
の
後
倦
む
ご
ど
な
き
研
鐙
を
重
ね
ら
れ

「
企
業
形
態
論
」
(
昭
和
五
年
)
、
「
経
螢
財
務
論
に
(
昭
和
九
年
)、

「
我
が
國
株
式
會
肚
に
於
け
る
株
式
分
散
と
支
配
」
(
昭
和
十

一

年
)
等
を
上
梓
せ
ら
れ
た
が
、、最
近
に
至
り
こ
れ
等
の
諸
書
を

一
九
入

綜
合

の
結

果

「
株
式
會
杜
」

と
題

し
て
學
界

に
贈

ら
れ

た
。

本

丈

の
外

に
索
引

を
加

へ
る
と

八
百
頁

を

超

え

る

大
著

で
、

か

の
猫
逸

の
リ

ヒ
ア
ル
ト

・
パ

ツ
ソ
ウ

の

「
株
式
會
肚
」
空
。ぎ
a

団
器
。・
o
ξ
L

)
言

〉
犀
ユ
。
昌
σq
$

。
一
一。・
o
冨

津
ー

国
ぎ
o
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一
昌
ω
9

9
臨
窃
箋

-

密

窪
8
冨
{島
臼
。
。。
ε
島
。
・
卜。
〉
●
噛
9
9
お
bっ
ト。
・
が
大

冊
と
は

い

へ

六
百
頁

に
満

た
ぬ

の
に
封
比
す
れ

ば

吾
人

は
増

地
博
士

の
努
力

に
樹
し
深
厚
な
敬
意
を

捧

げ
る
と
同
時

に
我

が
國

に
於
け
る
學

問
的
水
準

の
高

め

ら

れ

つ

玉
あ
る
事
實

を
見

て
非
常
な
愉
快

を
禁

じ

得
ぬ
。

以
下
増

地
博
士

の
薪

著

の

紹
介

批
評
を
試
み

よ
う
。

博
士

の
薪
著

は

「
株
式
會

肚

の
本
質

に
關
す

る
維
螢
経

濟
的

研
究
」
と
副
題

せ
ら
れ

て
居

る
。

由
來
株
式
會
就

に
關
す
る
研

究
は
法
律
論

が
主

で
、

経
濟
論
は
頗

る
少

か

つ
た
。
此
σ
憾
を

夙

に
感
ぜ
ら
れ

て

「
株
式
會

耐
脛
濟
論
」
d
を
出

版
せ
ら
れ
た

の

は
現
東
京
商
大
學

長
上
田
貞

次
郎
博

士

で
そ
れ
は
大

正
二
年

の

こ
と
に
属
す
る
。

併

し
な

が
ら
上

田
博
士

の
さ

の
書
は
初
版
刊

行
以
來
二
十
年

以
上
を
経

て
居
り
、

訂

正
増
補

版
が
出
た

の
も

關
東

大
震

災
以
前

の
こ
と
で
あ

る
の
で
、

「
薪

し

い
材
料
を
附

加
す
る
こ
と
が
望
ま

し
く
、

上
田
先
生

は
屡
私

に

(
増
地
博

士

を
指
す
)

こ
の
大
役
を
仰
付

け
ら
れ
た

の
で
あ

る
が
、
何
分

に

も

こ
の
劃

期
的

の
名

著
に
筆

を

加

へ
る
こ
と
が
恐
ろ
し

い
と

い



ふ
感
じ
が
先

に
立

つ
て
、

い
ま
だ
に
着
手
す
る

こ
と
が
出
來
す

恩
師

に
封
し

て
甚

だ
申
課

な
く
恐
縮

の
攻
第

で
あ
る
。

併
し

い

つ
れ
は
魯

鈍

に
鞭

打

つ
て
こ
り

大
任

に
着
手
す
る

日
も
來
る

こ

と

で
あ
ら
う
。
し
(
増

地
博
士
著

「
維
螢
財
務
論
」
序
文
申

よ
り
)

郎
ち
増
地
博

士

の
榮
作
は
上

田
博
士

に
よ

つ
て
開
拓

の
斧
を
入

れ

ら
れ

た

學
問
的
分
野
を

一
段

と
奥
深
く
進

め
ら
れ
た
も

の
と

謂
ふ

べ
く
、
上
記

の
パ
ッ
ソ
ウ
の
著

の
軍

に

「
経

濟
學

的
研
究
」

と
名
付

け
ら
れ
叉
は

上
田
博
士

の
場
合

の
如
く

「
経

濟
論
」

と

ρ
み
記
さ
れ

た
よ
り
も

「
経
螢
経
濟
的

研
究
」

と
明
確

に
限
定

を
加

へ
ら
れ
て
居

る
黙

に
時
代

の
動
向
を

明
か

に
示
し

て
居

る

の
で
あ
る
。

二

'

.,

さ
て
本
書
は
四
つ
の
編
か
ら
成
る
。
第

一
編
は
序
読
と
し
て

企
業
の
法
律
形
態
凸
企
業
の
経
濟
形
態
を
検
討
し
、
企
業
形
態

の
維
螢
経
濟
的
意
味
を
探
求
す
る
。
略
ぼ
既
著
の

「
企
業
形
態

論
」

に
於
て
採
ら
れ
た
立
場
か
ら
読
か
れ
て
居
る
。
増
地
博
士

に
從

へ
ば
、

「
企
業
と
は
経
螢
経
濟
の
必
要
と
す
る
諸
財
貨
と

経
螢
活
動
に
よ
つ
て
作
出
せ
ら
れ
る
諸
給
付
と
の
所
有
關
係
を

表
示
す
る
機
構
で
あ
る
。
略
言
す
れ
ば
企
業
は
輕
螢
輕
濟
に
於

け
る
所
有
機
構
で
あ
る
。」
.(
四
七
頁
)

こ
の
見
解
は
嘗
て
博
士

増
地
庸
治
郎
博
士
の

「
株
式
會
肚
」

(
室
谷
)

に
ょ
り

「
維
螢

と
企
業

と
は
別
個

の
實
在

で
は
な

く
し

て
、

生

産

輩
位
と
し

て
見

る
場
合
に

は
経
螢

と
な
り
、

所
有

軍
位

と
し

弧

て
見

る
場
合

に
は
企
業

と
な
る

も

の
と
信
ず

る
。
」

(
商
學

研
究

第

七
巻
第

二
號

)

と
表
明
せ
ら
れ
た
も

の
に
係
り

、
同
様

の
見

地
を
・探

る
慶
鷹
義

塾
め
鈴
木
保
良

教
授

の
著

「
商

工
経
螢
綱
要
」

を

余
が
批
評
す
る

に
際

し
て

猫

乙

の

ン
ー

マ
ン
…教
授
読
即
ち
維

螢
を
生
産
軍
位
と
し
企
業
を

財
政
軍
位
と
す

る
読
を
更
め
た
と

遽
断

し
た
と

こ
ろ

の
も

の
で
あ
る
ゆ
(
「
維
螢
維
濟
研
究
」
第

十
四

冊
所
牧
拙
女

参
照
)

博
士

の
見
解

が

レ
可

マ
ン
教
授
論
を
踏
襲

す

る
も

の
で
な

い
こ
と
は

明
治
學
院
高
等
商
業
部
創

立
拾
五
周

年
記
念
論
文
集

に
寄

稿

せ
ら
れ
た
博

士
の

一
文

に
於

て
明
か

に

せ
ら
れ
、

「
構
想
を
異

に
す

る
も

の
で
あ
る
か
ち

室
谷
激
授

の

断
定
を
受
容
す

る
宅
と
は
出
來
な

い
」

と
し

て
斥
け
ら
れ
た
ゐ

の
で
あ
る
。

此

の
鮎
本
書

に
於

て
博
士
は

「
著
者

の
解
す
る
企

業

は
経

螢
脛
濟

に
於
け
る
所
有
を
表

示

す

る

機

構

で

あ

る
か

ら
、

企
業

が
経
螢
経
濟
を
離
れ

て
そ
れ
自

ら
猫
立

の
活
動
を
螢

む
も

の
と
は
考

へ
ら
れ
な

い
。

從

つ
て
著
者

は

ル
ド

ル

フ

・
レ

・ー

マ
ン
敏

授

の
如
く
経
螢
を
生
産
軍

位
、

企
業
を
財
務
軍
位
と

し

て
そ
れ
ん
＼

別
個

の
活
動
を
螢
む

組
織

で
あ
る
と
す

る
読

に

左
担

し
な

い
泊
」

(
四
八
頁
)
と
明
言
し

て
居

ら
れ
る

。

鱒
九
九



ウ
併

し
な
が
ら
企
業

を
以
て

所
有
機
構

で
あ
る

と
ぜ
ら
れ

る
博

士

の
根
本
的
見
解

に
封

し

て
余
は
拙
著

「
維
螢
経
濟
學
概
論
」
・

公
刊
以
來
未
だ
今

日

に
至
る
ま

で
不
幸

に
旭
同
意
す
る

こ
と
が

出
來

ぬ
。

且

つ
博

士
が
今
同

の
著

に
於

て
は
経
螢

と

い
ふ
概
念

を
読
明

せ
ら
れ

る
に
當
り
、

「
経
螢
と
は
現
實

に
経

螢
経

濟

の

活
動

を
指
揮

す
る
こ
と
を
意
味
し
、

こ

の
任
務
を
澹
當

す
る
者

が
経
螢
者

で
あ

る
っ

而
し

て
現
實

に
輕
螢
活

動
を
指
揮

す
る
ζ

と

玉
い
ふ
は
(
申
略
)
,

執
行

の
み
な
ら
す
、
決
議

を
も
含

む
。
」

(
五

一
頁
)
と
述

べ
ら
れ

る
だ
け
で
、
直

ち

に
経
螢
経

濟
と

い
ふ

概
念
を
用

ひ
ら
れ

て
居
る

の
は
、

今
少

し
く
立
入

つ
た
読

明
が

欲

し
く
思

は
れ

る
節

で
あ
る
。

因

み
に
博
士
は
維
螢

に
英
語

の

]≦
"
§
鴨
ヨ
。
暮

及
び
猫
逸
語

の

ピ
。
凶ε
昌
σq
或

は

く
巽
≦
9
開
き

σq

を
當
嵌

め
て
居
ら
れ
る
が
、
猫
逸
語

の
維
螢
維
濟
は

閑
。
践

。
ぴ
ω・

三

昌
ω。
7
9。
浄

で
あ
り
維
螢

は

図
9
N8
ぴ
で
あ

る
こ
と
周
知

の
通

り

で
、
此

の
場
合

に
博

士

の
述

べ
ら
れ

る
経
螢
経
濟
は

国
。窪
冨
冨
-

署
貯
。・島
9
津

で
な

く

特

に

ピ
。ぎ

昌
σΩ
ω
乱
㎏
誘
。冨
沖

を
意
味
す

る

の
で
あ
ら
う
か
。

字
義

の
詮
墾

に
堕
す

る
か
も
知
れ

ぬ
け
れ
,ど

も
疑
問

と
し

て
提
起

せ
ざ
る
を
得

ぬ
の
で
あ
る
〇

三

な

ぽ

、
6
本
書

の
第

二
編

は
株
式

會
肚

に
於
け
る

支
配
と
題

せ
ら
れ
、

二
〇
〇

株

式

の
分
散
っ
支
配

形
能
慌

無

議
決
橿
株
、
議
決
特
樫
株
、
持

株

會
薩
其

他

に
關

し
て
實
誰
的
研
究

が

丹
念

に

爲

さ

れ

て
居

る

ゐ

特

に
我
が
國

に
關
す
る
研
究

は
月
本
學

術
振
興
會

か
ら
與

ぺ

ら
れ
た
援

助

に
因

る
と

い
ふ
こ
と

で
あ
る
が
、

本
書

に
於

て

は
我
が
國

の
み
な

ち
す
英

・米

・
猫
等

の
諸
國

に
就

て
も

詳
細
な

報

告
が
與

へ
ら

れ

て
居
る
。

即
ち
第

二
編
は
既
著

「
我
が
國
株

式
會
砒

に
於

け
る
株
式
分
散

と
支
配
」

に
若

干

の
論
丈
が
附

加

へ
ら
れ
た
も

の
で
、

余

の
見
る
と
こ
ろ
で
は
分
量

の
上
か
ら
も

債
値

の
上

か
ら
も
こ

の
編
が
最

も
大
な
る
も

の
を
藏
す

る
。

按
す

る
に
株

式

の
分
散

に
就

て
は
嘗

て
米
國

の
ブ
ル
ー

キ

ン

グ

ス
が
其

の

「
産
業

所
有
櫨
」
(即

◎自
●
弱
8
0
匡
轟
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H
昌
含
鴇
二
巴

O
ミ
昌
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誘
窪
質
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国
8
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8
Σ
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黄
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8

濱
。
酒

磯
o
井

μ
㊤
bo
q
・)
に
於

て
世
人

の
注
意

を
喚
起

し
た
こ
と
が
あ
り
、

我

が
國

で
も
昭
和

二
年

の
日
本
経
螢
學
會
大
會

に
東

京
帝
大

の

申
西
寅
雄
敏
授

が
詳

細
な
調
査
を
稜
表

さ

れ
た
こ
と
が
あ

る
。

(
日
本
経
螢
學
會
編
維
螢
學

論
集
第

二
輯

「
株
式

會
肚

制
度
」
に

牧

録

の
申
西
敏
授

「
株
式
會
杜

の
議

決
権

及
び
機
關

に
就

て
」

参
照

)

増

地
博
士
は
米
國

に
於
け
る
株
式

分
散

に
關

し
て
は
彼

地

に
於
け
る
其
後

の

好
著

た

る

バ
ー

レ
と

ミ
ー

ン
ズ
と

の
焦

著

「
現

代

の
會
肚

と

私
有
財
産
」
(閑
巽
『

碧
傷

]≦
窪
諺
℃
弓
ぽ



]≦
&
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O
o
趨
o
冨
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碧
亭

国

一く
簿
o

男
同
o
鷺
旨
矯
・
Z
●
く
●

H
⑩
◎。
晶。
●)
を
基
礎

と
し

て
読

か
れ
の
我
が
國

に
於
け
る
株
式
分
散
歌

態
は
之
を
直
接
問
合

に
樹

す
る
各

會
冠

の
回
答
、

考
課
欣
及
び

株

主
名
簿

、

共
他

の
資

料
を
利
用

し
て
明
か

に
せ
ら
れ
た

の
で

み
る
。

而

し
て
株
式
分

散
の
原
因

と
し

て
我
が
國

で
は
特

に
ω

當
該
経
螢
経
濟

が
地
方
的
性
質
を

有
す

る
事
業

を
螢

む
ご
と
、

働
投
機

取
引

の
盛

に
行
は
れ
る

會
肚

、
㈹
當

該
維
螢
繧
濟

の
異

常
な
る
繁
榮

、
㈲
設

立
又
は
増
資

の
際

に
於
け
る

會
就
當

局
者

の
方
針
、

及
び
⑤
顧
客

叉
は
從
業
者

に
株
式
を
所
有

せ
し
め
る

ζ
と

が
學
げ

ら
れ
、

米
國

で
は
最
後

に
學
げ
た
顧
客
及
び
從
業

員
持
株

制
度

が
株
式
大
分

散

の
特
殊
原
因

と
し

て

群
論

せ
ら
れ

る
の
で
あ

る
。

ラ

株
式
會
就

の
支
配
形
態

に
關
し

て
は
ミ
ー

ン
ズ
が

一
私
的
所

　

　

メ

有

、
二
過
孚
数
所
有
、

三
法

的
手
段

に
よ
る
支
配

、
四
少
歎

瀕

　

く

く

　

支
配

、

及

び
五
経
螢
者

支
配

の
五
種

に
分
類
す

る
に
過
ぎ

ぬ
の

に
樹

し
内

櫓
地
博

士
は
更

に
金
融
業

者
支
配

、
政
府

支
配
を
加

へ
て

一
督
精
密

を
期

せ
ら
れ
る
。

注
目

に
値
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

右

の
申
、
法
的
手
段

に
ょ
る
支
配
は
之
を
小
分
す
れ
ば
㈲

持
株
會
就

に
よ
る

ぜ
ラ

ミ
ッ
ド
型
構
成
、
ω
無
議
決
権

株
、
ω

議
決
特
権
株
、
及
び
㈹
議
決
棲

信
託

に
よ
る
電

の
で
、

ビ
ラ
、、亭

増
地
庸
治
郎
博
士
の

「株
式
會
赴
」

(
室
谷
)

ッ
ド
型
と
は
親
會
紅
の
支
配
者
が
從
属
會
肚
に
封
す
る
支
配
権

を
把
握
す
る
に
當
り
支
配
資
本
の
節
約
が
行
は
れ
る
場
合
に
成

立
す
る
も
の
を
謂
ふ
。
博
士
の
調
査
は
我
が
國
重
要
株
式
會
就

九
十

一
鮭
に
就
て
爲
さ
れ
、
そ
の
産
業
別
は
原
始
産
業
。工
業
・

公
用
事
業
・商
業
・交
通
業
に
亙
る
周
匝
な
る
も
の
で
あ
る
。

無
議
決
槽
株
に
就
て
の
米
國
の
規
定
並
び
に
議
決
特
椹
株
に

關
す
る
猫
蓮
の
法
律
は
我
國
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
問
題
と
せ
ら

れ
ぬ
け
れ
ど
も
、
併
し
將
來
は
必
す
や
論
議
を
見
る
こ
と
で
癒

ら
う
。
本
書
に
こ
れ
等
の
取
扱
は
れ
て
居
る
の
は
用
意
深
い
と

謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
o
ご

持
株
會
甦
の
考
察
は
既
に
東
京
帝
大
の
高
宮
晋
氏
か
ら
コ
ン

ツ
エ
ル
ン
と
の
關
聯
に
於
て
批
評
が
下

さ
れ

た
箇
所
で
あ
る

が
、
増
地
博
士
の
立
場
は

「
支
配
資
本
の
節
約
こ
そ
持
株
會
肚

概
念
構
成
の
焦
顯
で
あ
る
」
(
四

一
一
頁
)
か
ら
、
持
株
會
杜
は

寧
ろ
支
配
會
就
の
構
呼
を
可
と
す
る

の
で
あ
る
。
(
伺
頁
)
併

し
な
が
ら
此
の
黙
に
就
て
余
の
希
艶
を
述
べ
る
こ
と
が
許
さ
れ

る
な
ら
ば
、
博
士
が
コ
ン
ツ
エ
ル
ン
そ
の
も
の
を
梢
審
ら
か
に

分
祈
す
る
勢
を
執
つ
て
頂
き
た
か
つ
た
こ
と
で
あ
る
。

四

第
三
編

「
株
式
會
魅
誰
券
制
度
」
,は
既
著

「
輕
誉
財
務
論
」

二
〇

一

も



を
主
π
る
内
容
と
し
、
株
式
會
就
の
自
己
資
本
た
る
株
式
と
他

人
資
本
た
る
肚
債
と
に
就
て
隈
な
く
槍
討
を
加

へ
ら
れ
る
。
即

ち
株
式
艇
就
て
拡
普
通
株
の
外
、
優
先
株
・後
配
株
・無
額
面
株
・

特
殊
株
式
等
が
読
か
れ
、
冠
債
に
關
し
て
は
澹
保
附
杜
債
・轄
換

計
　債
・株
式
買
受
橿
附
肚
債
・特
殊
肚
債
等
が
論
ぜ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

こ
の
種
の
研
究
は
余
自
身
も
試
み
た
こ
と
が
あ
る
け
れ

ど
も

(
拙
著

「経
螢
金
徹
論
」
昭
和
十
年
東
洋
出
版
就
襲
行
)
海

博
士
の
著
書
に
於
け
る
實
誰
的
研
究
の
豊
富
な
の
に
は
敬
服
せ

ざ
る
を
得
ぬ
。

唯
だ
こ
の
編
に
於
て
望
蜀
の
念
を
抱
か
せ
ら
れ
る
の
は
誰
雰

の
嚢
行
や
財
務
の
擾
張
縮
少
に
關
す
る
詮
明
を
與
り
聴
き
た
い

こ
と
で
あ
る
。
生
産
力
損
充
が
問
題
と
せ
ら
れ
起
債
市
場
澤
化

が
論
議
せ
ら
れ
る
今
日
特
.に
ご
の
感
が
深
い
。

本
書
に
は
以
上
の
外
、
第
四
編
と
L
て
結
語
が
與

へ
ら
れ
て

居
る
。
株
式
會
肚
に
於
け
る
出
資
と
支
配
と
の
分
離
、
換
言
す

れ
ば
株
主
の
樫
利
縮
少
と
支
配
者
の
構
利
援
大
と
の
傾
向
は
維

螢
経
濟
上
如
何
な
る
影
響
を
與

へ
る
か
。
博
士
、の
見
解
に
ょ
れ

ば
.「
少
額
の
出
資
を
な
す
か
、
或
は
殆
ん
ど
全
く
幽
資
を
な
さ

ざ
る
少
歎
者
の
手
に
支
配
構
が
齢
し
、
O
葺
霞
。霞
。
の
出
現
を

見
る
に
至
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
維
螢
経
濟
の
要
求
に
合
致
す
る

所
で
あ
る
。
輕
螢
維
濟
の
規
模
小
に
し
て
、
少
額
の
資
本
を
少

二
〇
二

数
の
企
業
者
が
醸
出
す
る
場
合
に
は
、

墨企
業
者
の
合
議
政
治
が

可
能
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
経
螢
経
濟
の
規
模
援
大
は
互
額
の
資

本
を
要
求
し
、
亘
額
資
本
の
調
達
に
は
多
激
資
本
家
の
参
加
を

必
要
と
す
る
か
ら
、
か
塞
る
多
撒
幽
資
者
の
直
接
合
議
政
治
は

全
く
不
可
能
で
の
り
、
代
表
政
治
が
要
求
さ
れ
る
の
は
極
め
て

自
然
葡
な
る
成
行
で
あ
る
。
」
(七
五

一
頁
)
併
し
抑
潅
経
螢
維

濟
は
出
資
者
の
み
の
利
釜
を
目
標
と
し
て
活
動
す
べ
き
も
の
か

と
M
ふ
に
決
し
て
さ
う
で
は
な
く
、
輕
螢
経
濟
の
利
害
關
係
者

と

し

て

の
使
用
人
及
び
榮
働
者
、
貨
物
供
給
者
、
貨
物
需
要

者
、
資
本
供
給
者
た
る
債
構
者
等
の
利
害
も
亦
尊
重
せ
ら
れ
ね

ば
な
ち
ぬ
。
然
ら
ば
こ
れ
を
考
慮
に
容
れ
る
と
同
時
に
輕
螢
者

の
官
由
手
腕
に
期
待
を
懸
け
る
爲
め
に
は
如
何
な
る
手
段
を
採

る
べ
き
か
。
博
士
の
主
張
ぼ
公
示
制
度
の
張
化
で
あ
る
。
即
あ

少
く
と
も
.一
九
三

一
年
の
猫
逸
會
枇
法
小
改
正
に
ょ
つ
て
規
定

せ
ら
れ
た
程
度
の
財
務
報
告
書
と
強
制
監
査
と
を
要
求
す
ぺ
き

も
の
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
窯
ぼ
余
は
全
く
賛
成
す
る
。

公
示
制
度
が
強
化
せ
ら
れ
る
と
き
始
め
て
経
螢
維
濟
の
要
求
に

内
在
す
る
矛
眉
が
止
揚
せ
ら
れ
.
動
も
す
れ
ば
公
企
業
に
見
ら

れ
る
や
う
な
秘
密
主
義
の
生
む
能
率
不
振
か
ら
脆
却
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
で
あ
ら
う
。
博
士
の
御
健
在
を
學
界
の
爲
め
に

所
つ
て
薪
著
の
紹
介
批
評
を
了
る
。
1

一先
三
七
年
五
刀
コ
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